上 州、 信 濃、 越後、 丁度 三国の 国境の あたりに 客の 

まれ 

希な 温泉が ある。 私の 泊った 宿に は、 県知事 閣下 御 腰 

懸けの イスと いふの が 大切に 保存され てゐ て、 村の 共 

同 湯に 出没す る 人 々に は ドブ チン ス キ— や ボブ チン ス 

みちのり 

キ ー の 面影が あった。 近い 停車場へ も 十数 里の 距離が 

あって、 東京の 客 なぞ 登山の 季節に も 滅多に 来ない。 

単調で 奇も変 もない 山国の 風趣が 気に いって、 私は暫 

く 泊る h とに した。 

ある 日、 宿の 亭主が もみ 手 をしながら はいって きた 

力 

「わし 共 は 田舎者の ことで、 はや 一向 何事 も 存じ ませ 



んが …… 」 

亭主 は 臆病な 眼 付で 私 を 見 凝めて 口籠って ゐた。 

「旦那 X X 伯爵 を 御存じで しゃう か？」 

X X 伯爵の 祖先 は 講釈 本に なじみの ある 名前で あつ 

た。 

「さう いふ 伯爵 も あるで せう ね」 

と 私 は 答へ た。 

「実はな、 その 御 母堂 様が 二週間 ほど 前から 手前 ども 

に 御 滞在で 」 

宿賃 を 払って くれないと いふので ある。 直々 の 話 は 

罷りな らんと いふ 厳命 も ある し 、 高貴な 方に 卑し い 話 



一 種の 宗教 的 衝動に 基いて お辞儀に 及んだ と 想定して 

いただきたい。 にゃにゃす るの は 私の 悪癖で、 神様の 

前で も、 つ ひ 笑 ひだして しま ふので ある。 

ブル ドックの やうに 絶倫な 精力 をた たえた 伯爵 御 母 

堂 は、 むろん 会釈 も 返さずに、 悠々 と 行き過ぎて しま 

はれた ので ある。 

その 頃、 村の 評判 はもう 大変であった。 偽物 だとい 

ふ 者 も あれば、 まさかと 打ち消す 人々 も 多い。 威厳が 

あると いふ 人 も ある。 甲論乙駁。 思 ひ 案じて 私の 表情 

をう か、 V ふ 人 も 多かった。 私 は スフィンクスの 無言と 

微笑 をた、 えて、 その 間に ゆう 玄な 生活 をした こと は 



やうに して、 却々 近寄らう としない。 口 だけ は 達者で 

あった。 とうから 偽物と 見破って ゐ たやうな こと を 

口々 にい ひ 強めて ゐ るの だが、 宿の 亭主ば かり は ひど 

いしょげ やうで、 とんだ 災難 だと つぶやいて ゐた。 

乗合自動車の 休憩時間に、 逃亡 を 目撃した 運転手 は 

暇な 人々 に 取り囲まれて 同じ 話 を 連日 繰返して ゐ る。 

この 聴き 手が なくなる 時、 この 噂 も 消える ので あらう _ 

とも つれ 

その 頃、 供 も 連 もない 美貌の 湯治 客が あらわれた。 

二十 七 八で あらう。 ちょっと 都会 風で、 明るく かつ 健 

康さ うだった。 

宿の 湯 は 男女 混浴な ので、 私 もこの 女の 裸体 を 見た 
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